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要旨 
本研究の目的は、S 県下における高齢者介護施設のアクティビティケア（以下 AC と略す）の実態を調査し、AC に関
する看護職の役割を検討することである。介護施設認可後１年以上の実績をもつ介護老人福祉施設 48 施設、介護老人
保健施設 23 施設、療養型医療施設 21 施設、特定施設入所（2006 年 4 月入所は入居と改正）者生活介護 24 施設の計
116 施設を対象とし、郵送法による無記名の質問紙調査を行った。データ分析は記述統計および記載内容の分類とカ
テゴリー化を行った。回答は 40 施設から得られた（回収率 34.5％）。その結果、施設の大半において、AC が毎日実施
されていた。施設では、「自立支援」等を AC の指針としており、季節行事やゲーム、買い物等、高齢者の身体的、精
神的、社会的機能を高める AC が提供されていた。一部、AC 評価を実施しない施設もあったので、今後は簡便に客観
的評価がしやすい AC 評価基準を開発することが望まれる。さらに看護職の役割は、AC の企画に参加し、介護職と連





2006 年 4 月に改定された介護保険制度の趣旨


























































































型 9、特定 6 の計 40 施設であり、
回収率は 34.5％であった。回収率









表１ 実施頻度                       （複数回答） 
頻度/施設 特養 老健 療養型 特定 
毎日 10 6 4 6 
1-3/週 3 1 3 0 
1/月 4 0 1 1 
1/2-3 ｹ月 1 0 0 0 
無回答 1 0 1 1 








２．集団を対象とする AC について 
１）集団対象の AC プログラム企画者の数と職種、
企画期間 







特養 自 立 を 助 長（支 援 ）す る 活 動
残 存 能 力 の
活 用 （生 活 リハ ）
自 己 実 現
（自 己 決 定 ）
他 者 と の
交 流 の 場
老健 他 者 と の交 流 の 機 会
心 身 活 動 の
賦 活 ・意 欲 向 上
自 立 支 援 自 己 実 現
（生 き が い ）
療養型 生 活 リハ ビ リ（リズ ム ）推 進
自 立 支 援
在 宅 支 援 精 神 の 活 性 化
他 者 と の
交 流 の 場
特定 自 主 的活 動 の 場
残 存 機 能
低 下 防 止 閉 じ こ も り 解 消
生 き が い を




特養 １～10名 介護職(相談員) 看護職 ― ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ ― １ヶ月～1年
老健 １～10名 介護職 看護職 PT・OT ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ 栄養士 １ヶ月～1年
療養型 1～ 9名 介護職 看護職 ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ 1～2ヶ月





















社会性を高める AC が工夫されている。 
 

























































施設名 1位 2位 3位 4位 5位
体 操 ・茶 話 会
園 芸
体 操 ゲ ー ム ・茶 話 会 散 歩 ・園 芸 料 理 ・手 芸 音 楽 療 法
季 節 行 事 カ ラ オ ケ ・日 光 浴 書 道 干 し 柿 づ くり 買 い 物 ・料 理
療養型 季 節 行 事 ゲ ー ム 散 歩 音 楽 療 法 体 操
季 節 行 事 畑 づ くり 園 芸 ・絵 画
特定 体 操 音 楽 療 法 散 歩 ｱﾆﾏﾙｾﾗﾋﾟｰ 囲 碁 ・回 想 法
カ ラ オ ケ 茶 話 会 化 粧 （髭 剃 り） 日 光 浴
ゲ ー ム ・買 い 物 料 理 施 設 外 と の 交 流
表５．実施されている主な活動内容
季 節 行 事 カ ラ オ ケ
老健
特養 散 歩 買 い 物
施設名 参加募集の方法 参加者への配慮と工夫
 希望者に声をかける。掲示。  参加可能な内容。利用者の意思尊重。
 強制せず自由。  職員も楽しめるもの。
 体調良い人。希望者に声かけ。  リハビリ。患者の得意なもの。
 掲示。放送。  季節行事。業務の時間。
 個々に声かけ希望聴取。掲示。  全員でやれる活動。交流の場。
 健康の問題ない。  小集団で定期的に行う。
 掲示。回覧。朝礼で声かけ。  皆でやれるプログラム。





























充実した AC を検討することが大切と考える。 
 
Ⅵ．まとめ 
























































































３施設   
